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令和元年６月 21 日発行 

成功体験が自己
じ こ

肯定感
こうていかん

を高める  

～ソフトテニス部県大会へ～ 
校長 前田浩之 

 

５月の連休中に行われた奄美市中体連ソフトテニス大会の後，応援のお礼の挨拶に来たソフトテ

ニス部に私はこう，声をかけました。「３年生は県大会に出場する力が十分にある。でも３年生が

県大会に行けるかどうかは，１年生がどれだけ力をつけられるかにかかっている。だから，頑張れ

１年生！」 

ソフトテニス部は３年生が３人，１年生が２人の５人で頑張っています。テニスとソフトテニス

の違いはソフトテニスにはシングルスがないことにあり，個人戦でも必ずペアを組まなくてはなり

ません。３年近く競技を続けてきた３年生と，競技を始めてまだ１～２ヶ月の１年生がペアを組み

大会に臨むのです。 

６月の大島地区中学校総合体育大会は，部活動を続けてきた中学生には，最も大切な大会です。

負けたら３年生は即引退，勝ち抜けば県大会へという厳しい現実があるからです。その大会，個人

戦で１年生が頑張りました。しっかりと役割を果たし，コート狭しと走り回る３年生を輝かせ，

次々と強豪を打ち破り，県大会出場権を獲得しました。周囲は走り回る３年生を「すごい！」と言

っていましたが，私は１ヶ月で急激な成長を見せた１年生は「もっとすごい！」と感心したところ

です。中学生は最も成長が著しい時期。そのことの証明を見た気がしました。 

 

自己肯定感という言葉があります。自分の存在を前向きにとらえる感情のことで，「自信があ

る。自分が好きである。」ということです。自己肯定感が高い子には次のような特徴があります。 

 

①思いやりの気持ちがあり，コミュニケーション能力が高い。②自分をコントロールできる。 

③プラス思考である。④集中力がある。⑤失敗をおそれずチャレンジできる。⑥幸福感が高い。 

 

安倍首相が立ち上げた教育再生実行会議も，昨年６月に第十次提言を発表し「自己肯定感を高

め，自らの手で未来を切り拓く子供を育む教育の実現に向けた，学校，家庭，地域の教育力の向

上」と，国を挙げて子どもの自己肯定感を高める必要性を説いています。なぜなら諸外国に比べ，

日本人はこの自己肯定感が低いとされ，変化が大きくチャレンジ精神が必要な新時代に大きな不安

があるからです。 

 

自己肯定感を高めるには，幼児期から小学校低学年にかけては褒めること（理由は必要ありませ

ん）。中学年からはいろいろな体験を積ませ，成功の達成感を数多く味わわせることが大切です。

自然体験やスポーツ，学校だけでなく家庭・地域で体験活動を充実させていきましょう。 

ちなみに，ソフトテニス部は小湊港祭りの舟こぎ大会でも女子の部で優勝し，地域が与えてくだ

さった成功体験の機会を，がっちりと手にしていました。彼女たちには，失敗を恐れずチャレンジ

できる自己肯定感が育っているはずです。小湊町内会の皆様，ありがとうございました。 



６月後半～７月前半 主な行事予定 

6/23(日) 奄美市学力向上フォーラム 

6/26(水) 期末テスト（中）～28日 

7/ 2(火) 全校朝会 

7/ 3(水) 大川中校区青少年健全育成連絡協議会 

7/ 4(木) 校内水泳大会 学級PTA 学校保健委員会 

7/ 6(土) あしたば園夏祭り 

7/11(木) 学校評議員会 

7/17(水) 着衣水泳（奄美海上保安部講師） 

7/19(金) 終業式 

田植え：今年も黒米栽培に挑戦！収穫が楽しみです。 

知根小で５校集合学習。大川小をアピールしました。 

歯科指導：歯の健康について学習しました。 

プール開き：まだ水が冷たい・・・ 

救命救急講習：行動で救える命がある！ 

中学校総合体育大会：大活躍！ 

個人戦結果：岸田・中川ペア３位（県大会出場） 

泉・津留ペア５位（県大会出場） 

団体戦結果：対喜界中1-2 敗戦 対和泊中1-2敗戦 

（予選リーグ敗退） 


